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ECONOMY

る
で
モ
ナ
・
リ
ザ
の
絵
を

見
て
い
る
よ
う
だ
」

　

英
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

誌
は
現
在
の
米
国
経
済
に

関
し
て
こ
う
表
現
し
た
（
２
０
２
３
年
４
月

22
日
号
）。
正
鵠
を
射
た
指
摘
で
あ
る
。
筆

者
も
国
際
金
融
市
場
に
40
年
以
上
も
身
を
委

ね
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
先
の
読
み
づ
ら
い

状
況
は
初
め
て
だ
。
米
国
経
済
は
モ
ナ
・
リ

ザ
の
如
く
、
そ
の
時
の
見
方
や
心
境
に
よ
っ

て
、
日
々
そ
の
表
情
が
違
っ
て
見
え
る
。
年

初
来
の
経
済
指
標
は
強
弱
入
り
混
じ
っ
て
お

り
、
そ
の
「
素
顔
」
が
掴
み
に
く
い
。

　

昨
今
の
動
き
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ

う
。
ま
ず
、
今
年
３
月
10
日
に
米
国
西
海
岸

を
拠
点
と
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
・
バ
ン
ク

（
Ｓ
Ｖ
Ｂ
）
が
経
営
破
綻
し
、
米
連
邦
準
備

制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
破
綻
懸
念
の
拡

大
を
回
避
し
よ
う
と
や
や
小
規
模
の
地
銀
で

「
ま

WEDGE

OPINION

３
月
に
発
生
し
た
米
地
銀
の
経
営
破
綻
が
引
き
金
と
な
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
の
金
融
不
安
が
増
幅
さ
れ
た
。

日
本
も
決
し
て「
他
人
事
」で
は
な
い
。金
融
危
機
の
リ
ス
ク
に
身
構
え
る
慎
重
さ
が
必
要
だ
。

世
界
経
済
は
ま
る
で「
モ
ナ・
リ
ザ
」

金
融
危
機
の
リ
ス
ク
に
備
え
よ

あ
る
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
・
バ
ン
ク
も
強
制
的
に

破
綻
さ
せ
た
。
だ
が
金
融
不
安
は
払
拭
さ
れ

ず
一
部
銀
行
か
ら
の
預
金
流
出
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
５
月
１
日
に
は
全
米
14
位
の
フ
ァ

ー
ス
ト
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
バ
ン
ク
（
Ｆ
Ｒ

Ｃ
）
も
当
局
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
入
札
を

通
じ
て
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
に
買
収
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
銀
行
破
綻
に
関
し
て

は
、
金
利
急
上
昇
に
よ
っ
て
低
利
回
り
の
証

券
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
保
有
資
産
の
価
値
が

急
落
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
「
銀
行
経
営
の

失
敗
」、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
バ
ン
キ

ン
グ
の
普
及
な
ど
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
現
れ
た

「
新
た
な
預
金
流
出
リ
ス
ク
」、Ｆ
Ｒ
Ｂ
の「
規

制
・
監
督
体
制
の
欠
陥
」、
銀
行
破
綻
へ
の

警
戒
を
怠
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
「
市
場

の
感
覚
麻
痺
」
と
い
っ
た
複
数
の
要
因
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
金
融
緩
和
の
長
期
化
を
背
景
に

経営破綻した米シリコンバレー・バンクの店舗前で行列をつくる預金者。金融不安は世界的に波及した

A
P/A

FLO

倉都康行
Yasuyuki Kuratsu

RPテック 代表取締役
国際資本システム研究所長

1979 年東京大学経済学部卒。東京銀
行、バンカース・トラストを経て、チ
ェース・マンハッタン銀行。2001年に
金融シンクタンクのRPテックを設立。
近著に『危機の資本システム』（岩波
書店）。
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2
０
２
３
年
５
月
28
日
に
ト

ル
コ
で
大
統
領
選
挙
の
決

選
投
票
が
行
わ
れ
、
現
職

の
エ
ル
ド
ア
ン
氏
が
52
％

の
得
票
率
を
獲
得
し
、
野
党
６
党
連
合
の
候

補
で
あ
る
ク
ル
チ
ダ
ル
オ
ー
ル
氏
を
振
り
切

っ
て
勝
利
し
た
。

　

ト
ル
コ
で
は
エ
ル
ド
ア
ン
支
持
者
と
反
エ

ル
ド
ア
ン
支
持
者
の
間
の
分
極
化
が
進
ん
で

い
る
。
エ
ル
ド
ア
ン
陣
営
は
国
民
を
二
分
す

る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
戦
略
を
と
っ
た
た

め
、
敗
れ
た
野
党
陣
営
の
支
持
者
の
落
胆
は

大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
、
５
月
14
日
の
大
統

領
選
挙
で
世
論
調
査
で
は
有
利
と
い
わ
れ
て

い
た
ク
ル
チ
ダ
ル
オ
ー
ル
氏
が
勝
利
で
き
な

か
っ
た
時
点
で
、
野
党
陣
営
の
支
持
者
は
敗

北
を
覚
悟
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
決
選
投
票
翌
日
の
５
月
29
日
は
野
党
支

持
が
優
勢
だ
っ
た
ア
ン
カ
ラ
は
ひ
っ
そ
り
と

静
か
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
ト
ル
コ
の
大
統
領
選
挙
で
は
外
交

に
つ
い
て
争
点
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
要
因
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
国
際
政

治
に
お
け
る
ト
ル
コ
の
重
要
性
の
高
ま
り
、

も
う
一
つ
は
シ
リ
ア
難
民
の
帰
還
や
対
テ
ロ

対
策
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
外
交
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
た
。

　

ト
ル
コ
の
国
際
政
治
上
で
の
重
要
性
の
高

欧米が主導する国際秩序形成に不満を抱くエルドアン氏。再選後のトルコ外交の行方は……

R
EU

TER
S

/A
FLO

WEDGE  REPORT

エルドアン再選後のトルコは
何を守り、何を変えるのか
エルドアン大統領の再選が決まったトルコ。その〝全方位外交〟の行方に世界各国の注目が集まっている。
国際秩序安定に向け、欧米不信を強めるエルドアン氏に対し、日本の果たすべき役割とは。

文・今井宏平  Kohei Imai

日本貿易振興機構（JETRO）
アジア経済研究所 海外派遣員
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新たなエネルギー
地政学

ロシアによるウクライナ侵攻は国際的な燃料価格の高騰を招き、

エネルギー情勢の〝世界地図〟は大きく書き換えられた。

脱ロシアに苦心する欧州、存在感を増す産油地域・中東、

日本との距離を縮める豪州、石炭火力から逃れられないインド・ASEAN、

そして、毎夏のように電力逼迫が叫ばれ、節電要請を強いられる日本─。

石油危機から50年。「安定供給」と「脱炭素」の狭間で揺らぐ

世界の潮流を読み解きながら、わが国のとるべき道を探ろう。

脱ロシア、脱炭素時代を生き抜く
小山 堅、進士義友、今里和之、髙橋雅英、アームストロング士郎、南 亮、有馬 純、大場紀章

編集部（川崎隆司、野川隆輝）

Wedge Special Report

石油危機から50年

AN
TO

N
 PETRUS/GETTYIM

AGES
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THE MAINICHI NEWSPAPERS/AFLO

る
新
興
国
・
途
上
国
の
首
脳
ら
も
招
き
、
混

迷
極
め
る
国
際
社
会
の
新
た
な
結
束
を
世
界

へ
呼
び
か
け
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
後
期
か
ら
の
米
中
対
立
激
化
に
加

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
新
た
な
局
面
を
迎

え
た
「
世
界
の
分
断
」
が
あ
る
。

　

力
に
よ
る
現
状
変
更
を
試
み
た
ロ
シ
ア
に

対
し
、
日
米
欧
は
結
束
し
て
対
峙
し
、
世
界

の
分
断
は
、「
西
側
」
と
「
中
露
」
の
２
軸

に
よ
る
深
刻
な
対
立
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
２

軸
に
属
さ
な
い
「
第
３
極
」
を
構
成
す
る
主

要
国
│
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
諸

国
な
ど

│
を
２
軸
側
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り

込
み
を
図
る
綱
引
き
も
発
生
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
世
界
の
分
断
は
構
造
化
・
深
刻
化
の

度
合
い
を
深
め
て
い
る
。
冷
徹
な
現
実
主
義

に
立
て
ば
、
こ
の
分
断
構
造
の
存
在
と
持
続

を
前
提
と
し
た
国
家
戦
略
を
そ
れ
ぞ
れ
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

世
界
の
分
断
は
安
全
保
障
重
視
の
世
界
観

形
成
に
つ
な
が
る
。
分
断
深
刻
化
の
前
は
、

自
由
貿
易
や
国
際
分
業
が
重
視
さ
れ
、
効
率

追
求
と
コ
ス
ト
最
小
化
が
重
要
だ
っ
た
。
し

か
し
分
断
の
世
界
で
は
、
追
加
的
コ
ス
ト
が

5
月
21
日
に
閉
幕
し
た
主
要

７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ

G7広島サミットで写真撮影をする岸田文雄首相と招待国首脳ら。世界の分断を食い止められるか

Part 1  INTRODUCTION  エネルギー秩序の大転換

第一次石油危機から50年という節目で、
深刻な供給不安がエネルギー秩序の安定を根底から揺さぶる。
混迷極める世界と日本の脱炭素の〝渦〟はどこへ向かうのか。

世界の分断深刻化 脱炭素と
安定供給との〝二兎〟を追えるか

文・小山 堅
Ken Koyama

日本エネルギー経済研究所
専務理事・首席研究員
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運転中のパイプライン（EU以外出資）
建設中・計画中のパイプライン（EU出資）
運転中のパイプライン（EU出資）

天然ガス田
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た
。
当
初
は
金
融
面
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

第
５
弾
制
裁
以
降
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
の
措

置
も
加
わ
り
、
石
炭
、
石
油
・
石
油
製
品
は

禁
輸
対
象
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
天
然
ガ
ス

に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
依
存
度
の
高
い
ド
イ
ツ

や
親
ロ
シ
ア
国
家
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

慎
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も

禁
輸
制
裁
の
発
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま

ず
は
加
盟
国
が
ロ
シ
ア
依
存
度
を
下
げ
る
努

力
を
行
い
、
２
０
２
７
年
ま
で
に
ロ
シ
ア
産

天
然
ガ
ス
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
こ
と
が
Ｅ

Ｕ
全
体
と
し
て
の
計
画
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る〝
脱
ロ
シ
ア
〞

の
現
状
や
課
題
感
は
、
欧
州
の
中
で
も
国
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
特
に
苦
慮
し
て
い

る
の
が
ド
イ
ツ
だ
。
こ
れ
ま
で
天
然
ガ
ス
の

国
内
需
要
の
９
割
程
度
を
輸
入
に
頼
り
、
そ

の
半
分
以
上
を
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経
由
で

の
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
に
頼
っ
て

い
た
た
め
、
他
国
か
ら
代
替
輸
入
し
よ
う
に

も
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
船
が
着
桟

す
る
港
す
ら
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
時
期
は
「
暖
房
の
た
め
に
ガ
ス
需
要
が

ピ
ー
ク
と
な
る
冬
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
」

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
後
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
は
、
段
階
的
に
対
ロ

シ
ア
制
裁
を
発
動
し
て
き

文・進士義友
Yoshitomo Shinji

海外電力調査会（JEPIC）
欧州事務所長

Part 2-1   EUROPE  欧州 ①

ロシアによるウクライナ戦争で
エネルギー政策の転換を余儀なくされた欧州。
足元揺らぐ各国の現在地と将来戦略を現地識者が伝える。

「ロシア産天然ガスには頼らない」
欧州の新たな戦略とは

欧州中に張り巡らされた
天然ガスパイプライン
（出所）eurogas「STATISTICAL REPORT 2015」を基に
　　　　日本原子力文化財団にて作成
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Part 3  MIDDLE EAST  中東

中東の産油国は経済発展を遂げ、豊富な資金力を駆使して世界で
の存在感を高めた。資源小国・日本が今後も中東諸国と良好な関
係を維持するためにとるべき道とは。

石油危機から50年
日本は中東諸国にこう向き合え

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
調
達
に
お
け
る
中
東

依
存
度
の
高
さ
（
中
東
産
原
油
輸
入
率
77
・

５
％
）
を
見
直
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
先
の

多
角
化
に
舵
を
切
っ
た
。
こ
の
文
脈
で
、
日

本
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
深
め
、
官
民
を
あ

げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
の
姿
勢
を
強
め
た
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
か

ら
の
原
油
輸
入
が
開
始
さ
れ
、09
年
に
は「
サ

ハ
リ
ン
２
」
の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

事
業
や
東
シ
ベ
リ
ア
・
太
平
洋
原
油
（
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
稼
働
し
た
結
果
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
け
る
ロ
シ
ア

の
存
在
感
が
増
し
た
。
ま
た
、
11
年
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
て
原
発
の
停
止
が
相
次
ぎ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

が
電
源
構
成
の
３
割
強
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
中
東
産
と
比
べ
て
安
価
で
輸
送

日
数
が
短
い
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
が
よ
り
重
要
性

を
帯
び
た
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
産
原
油
・
ガ

ス
の
輸
入
増
加
に
よ
り
、
中
東
へ
の
過
度
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
、
西
側
諸
国
が
エ
ネ

1
９
７
３
年
の
第
一
次
石
油

危
機
か
ら
50
年
を
迎
え

た
。

　

日
本
は
石
油
危
機
を
機

IN
PEX

文・髙橋雅英
Masahide Takahashi

中東調査会 主任研究員

INPEXは上部ザクム油田（UAE・ア
ブダビ）の権益を 2051 年までと長
期にわたり確保する
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注
力
す
る
の
も
頷
け
る
。
ま
ず
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
発
生
さ
せ
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

燃
料
が
海
水
中
に
豊
富
に
存
在
す
る
た
め

ほ
ぼ
無
尽
蔵
に
生
成
で
き
、
少
量
の
燃
料

か
ら
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
る
。

理
論
的
に
は
１
㌘
の
燃
料
か
ら
石
油
８
㌧

に
も
相
当
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
す
る

と
い
う
。

「
核
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
原
子

力
発
電
と
は
原
理
が
異
な
る
。
核
融
合
が

原
子
核
同
士
の
「
融
合
」
で
得
ら
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
の
に
対
し
、
原
発
は
原
子
核

の
「
分
裂
」
で
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
で
国
民
は
原
発
へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ

た
。
そ
の
根
底
に
は
設
計
時
の
想
定
を
大

幅
に
超
え
て
過
酷
な
状
態
に
至
る
「
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
」
に
対
応
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

処
理
問
題
へ
の
懸
念
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、「
核
融
合
」
は
燃
料
供
給
や
電

源
の
停
止
に
よ
り
自
然
に
反
応
が
止
ま
る

た
め
原
理
的
に
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は

起
こ
り
得
ず
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

も
発
生
し
な
い
。
固
有
の
安
全
性
や
環
境

保
全
性
の
高
さ
も
備
え
て
い
る
の
だ
。
資

源
が
乏
し
い
中
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
す
日
本
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
起
死
回

生
の
一
手
と
な
り
得
る
技
術
と
い
え
る
。

　

核
融
合
研
究
に
は
約
70
年
に
及
ぶ
歴
史

が
あ
る
。
だ
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い

最
大
の
要
因
は
、核
融
合
に
不
可
欠
な「
プ

ラ
ズ
マ
」
状
態
を
達
成
で
き
て
い
な
い
こ

と
だ
。
こ
れ
は
固
体
、
液
体
、
気
体
に
次

ぐ
「
物
質
の
第
四
の
状
態
」
で
、
１
億
℃

以
上
の
超
高
温
・
高
密
度
で
長
時
間
維
持

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ズ
マ
状

態
で
は
原
子
核
の
周
り
を
回
っ
て
い
た
電

子
が
原
子
核
か
ら
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

由
に
動
き
回
る
。
核
融
合
の
実
現
に
は
プ

ラ
ス
の
電
荷
を
帯
び
て
反
発
し
合
う
原
子

核
同
士
を
強
制
的
に
ぶ
つ
け
る
ほ
ど
の
大

き
な
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
須
と
な
る
。

　

高
温
の
プ
ラ
ズ
マ
状
態
を
容
器
内
に
閉

じ
込
め
て
お
く
た
め
の
方
法
と
し
て
考
え

出
さ
れ
た
方
式
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
磁

場
閉
じ
込
め
方
式
」
と
「
慣
性
閉
じ
込
め

方
式
（
レ
ー
ザ
ー
方
式
）」
が
代
表
例
だ
。

　

磁
場
方
式
は
磁
気
の
力
を
利
用
す
る
。

日
米
欧
に
加
え
ロ
シ
ア
や
中
国
な
ど
も
参

画
し
、
冷
戦
終
結
後
の
国
際
協
調
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
建
設
が
進
む
国
際
熱
核
融
合

実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
が
有
名
だ
。

我
が
国
は
、
技
術
を
提
供
す
る
だ
け
で
産

業
化
に
遅
れ
、
結
果
的
に
市
場
競
争
に
敗

れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
」

│
。
今
年
４
月
、政
府
が
策
定
し
た「
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
」。
そ
こ
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
低
さ
に
喘
ぐ
日
本
が
描
く
〝
バ

ラ
色
の
未
来
〞
と〝
並
々
な
ら
ぬ
危
機
感
〞

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
水

素
の
同
位
体
で
あ
る
重
水
素
と
三
重
水
素

が
融
合
し
、
ヘ
リ
ウ
ム
に
変
わ
る
際
に
放

出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、「
核
融
合
」

を
指
す
。
そ
の
特
徴
を
知
れ
ば
、
政
府
が

「
資

源
の
偏
在
性
を
解
消
し

て
世
界
の
平
和
と
安
定

に
も
資
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
」「
こ
の
ま
ま
で
は
、

持
た
ざ
る
国
日
本
の
切
り
札
に
？

核
融
合
は
希
望
の〝
光
〟と
な
る
か

Nuclear Fusion

Column

3

Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
さ
せ
ず
、燃
料
は
ほ
ぼ
無
尽
蔵
。安
全
性
や
環
境
保
全
性
ま
で
兼
ね
備
え
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

〝
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟と
も
称
さ
れ
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の「
現
在
地
」に
迫
っ
た
。

文
・
編
集
部
（
野
川
隆
輝
）

D
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AGES
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を
宣
言
し
、そ
の
他
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

加
盟
国
も
概
ね
30
年
ま
で
の
脱
却
を
目
指

す
。
フ
ラ
ン
ス
在
住
で
、
欧
州
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
に
詳
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の

今
里
和
之
欧
州
事
務
所
長
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
る
燃
料
不
足
か
ら
欧
州
で
も

化
石
燃
料
へ
の
一
時
的
な
回
帰
が
見
ら
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
石
炭
火
力
へ
の

各
国
の
拒
否
反
応
は
根
強
い
」
と
、
現
地

の
温
度
感
を
述
べ
る
。
ま
た
、
日
本
の
あ

る
電
力
事
業
者
は
「
石
炭
火
力
と
い
う
だ

け
で
、
新
規
案
件
は
国
内
外
か
ら
融
資
が

集
ま
り
に
く
く
、
年
々
、
資
金
調
達
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
」
と
足
元
の
実
情
を
吐

露
す
る
。

　

一
方
で
、「
今
後
の
経
済
発
展
に
よ
り

電
力
消
費
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
イ
ン
ド
や

碧南火力発電所の発電用バーナー。今秋、アンモニア混焼仕様へと改良を予定

た
め
に
石
炭
火
力
発
電
を
必
要
と
す
る
国

や
地
域
が
、
脱
炭
素
社
会
へ
と
移
行
す
る

た
め
の
〝
試
金
石
〞
と
な
る
は
ず
だ
」

　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
運
営
す
る
碧
南
火
力
発
電

所
（
愛
知
県
碧
南
市
）
の
谷
川
勝
哉
所
長

は
こ
う
語
気
を
強
め
る
。
総
出
力
４
１
０

万
㌔
ワ
ッ
ト
、
敷
地
面
積
２
０
８
万
平
方

㍍
を
誇
る
同
発
電
所
は
、
自
動
車
・
航
空

宇
宙
産
業
な
ど
が
集
積
す
る
愛
知
県
全
体

で
使
用
す
る
年
間
電
力
量
の
〝
約
半
分
〞

を
供
給
す
る
国
内
最
大
、
世
界
で
も
最
大

級
の
石
炭
火
力
発
電
所
だ
。

　

今
な
お
日
本
全
体
の
発
電
割
合
の
３
割

を
占
め
る
一
方
で
、
天
然
ガ
ス
の
約
２
倍

の
発
電
所
で
実
施
す
る

実
証
試
験
は
、
日
本
の

み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
な

ど
電
力
の
安
定
供
給
の

W
ED

GE

日
本
発
で
世
界
に
貢
献

石
炭
火
力
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術

C o a l

Column

4

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
議
論
の
中
で
、国
や
地
域
で
意
見
が
対
立
す
る
石
炭
火
力
。

そ
の
足
並
み
を
揃
え
、脱
炭
素
社
会
へ
の
歩
み
を
加
速
さ
せ
る
の
は
日
本
発
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
技
術
か
も
し
れ
な
い
。

文
・
編
集
部
（
川
崎
隆
司
）
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TRAVEL/GETTY IM
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「
こ

日
本
は
世
界
初
の
試
み
を
通
じ
て
「
石
炭

火
力
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
段
階
的
に
削
減
し

て
い
く
」
と
い
う
第
３
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

模
索
す
る
。
安
定
供
給
の
〝
火
〞
を
絶
や

さ
ず
に
、
脱
炭
素
社
会
へ
の

現
実
的
な
道
筋
を
世
界
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
か

│
。

　

石
炭
火
力
の
分
野
に
は

今
、
世
界
的
な
〝
逆
風
〞
が

吹
き
荒
れ
て
い
る
。
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
リ
ミ
ッ
ト
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
先
進
国
を
中
心
に

石
炭
火
力
と〝
袂
を
分
か
つ
〞

政
治
判
断
が
下
さ
れ
る
。
フ

ラ
ン
ス
は
22
年
、
イ
タ
リ
ア

は
25
年
、
ド
イ
ツ
は
30
年
ま

で
に
石
炭
火
力
の
「
全
廃
」

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
排
出
す
る

石
炭
火
力
。
こ
の
発
電
方
式
と
資
源
を
巡

っ
て
は
、
欧
州
各
国
は
廃
止
を
、
イ
ン
ド

や
東
南
ア
ジ
ア
は
継
続
を
主
張
す
る
が
、

特集　新たなエネルギー地政学
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に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

に
問
い
合
わ
せ
が
来
た
の
は
電
力
自
由
化
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
、
液

化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
長
期
契
約
確
保
、

そ
し
て
な
ぜ
か
電
力
大
手
の
不
正
問
題
に
つ

い
て
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
今

回
の
値
上
げ
と
「
ほ
と
ん
ど
」
無
関
係
な
の

で
非
常
に
回
答
に
窮
し
た
。
一
方
で
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
ば
か
り
に
な
る
の

か
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
は
で
き
る
。
例

え
ば
、
２
０
２
２
年
の
３
月
と
６
月
に
発
生

し
た
電
力
需
給
ひ
っ
迫
は
自
由
化
と
再
エ
ネ

に
関
連
が
あ
っ
た
し
、
21
年
１
月
に
発
生
し

た
電
力
危
機
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
不
足
が
も
た
ら
し

た
。
ま
た
、
昨
年
末
よ
り
電
力
大
手
に
よ
る

カ
ル
テ
ル
疑
惑
や
不
正
な
情
報
閲
覧
が
問
題

と
な
り
、
河
野
太
郎
消
費
者
相
が
規
制
料
金

値
上
げ
の
査
定
に
際
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
の

価
格
へ
の
影
響
の
検
証
を
求
め
て
い
た
。

　

一
連
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
検
証
し
対
策
を

講
じ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
重
要
で
非
常
に

価
値
が
あ
る
。
し
か
し
、
６
月
の
電
気
料
金

値
上
げ
は
全
く
別
の
要
因
に
よ
っ
て
発
生
し

電
力
大
手
７
社
が
６
月
か
ら

の
電
気
料
金
の
値
上
げ
に

踏
み
切
っ
た
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し

Part 6   JAPAN 日本

世界的な燃料価格の高騰を受け、日本の電気料金も値上がりした。
世界のエネルギー情勢に目を向けたうえで、国内に視点を戻し
われわれが今こそ議論すべき、エネルギー安全保障の課題に迫る。

原発・再エネフル活用で　
燃料価格変動への抗堪性を高めよ

文・大場紀章 Noriaki Oba

ポスト石油戦略研究所 代表

四国電力の伊方原子力発電所（愛媛
県伊方市）。日本では現在、９基の
原発が稼動中だ（5月29日時点）
 THE ASAHI SHIMBUN/GETTY IMAGES
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ビ
ン
の
中
の
酒
が
半
分
に
減

っ
た
の
を
見
て
「
半
分
も

飲
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
嘆

く
の
は
悲
観
主
義
者
で
、

「
ま
だ
半
分
も
あ
る
」
と
喜
ぶ
の
は
楽
観
主

義
者
だ
と
い
う
話
を
本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。「
ビ
ン
の
中
の
半
分
が
酒
、半
分
が
空
気
」

と
い
う
事
実
は
一
つ
な
の
に
、
酒
と
空
気
の

ど
ち
ら
に
目
が
行
く
か
で
、
将
来
を
嘆
く
者

と
喜
ぶ
者
と
に
分
か
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

筆
者
は
過
去
30
年
間
、
勉
強
や
仕
事
を
通

じ
て
ア
フ
リ
カ
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
２
０

０
０
年
代
初
頭
頃
ま
で
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す

る
日
本
国
内
の
言
説
は
、「
ア
フ
リ
カ
人
は

自
力
で
国
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

援
助
し
て
も
豊
か
に
な
れ
な
い
」
な
ど
と
い

う
悲
観
論
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
20
年
ほ
ど
が
経
過
し

た
今
、
日
本
語
の
言
論
空
間
に
は
ア
フ
リ
カ

に
つ
い
て
の
悲
観
論
と
楽
観
論
が
並
存
し
て

い
る
。
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
将
来
は
悲
観
、

楽
観
の
ど
ち
ら
な
の
か
。

　

国
連
貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）

の
世
界
投
資
報
告
書
２
０
２
２
年
版
に
よ
る

と
、日
本
の
対
ア
フ
リ
カ
投
資
残
高
（
左
図
）

は
、
21
年
時
点
で
約
58
億
㌦
と
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
な
ど
よ
り
も
少
な
い
。
ア
フ
リ
カ
と
の

関
係
が
歴
史
的
に
希
薄
だ
っ
た
と
は
い
え
、

スーダン国軍と準軍事組織が衝突。内戦によって隣国チャドに逃れ難民となったスーダン人母子

R
EU

TER
S

/A
FLO

WEDGE  REPORT

日本人のアフリカ観は時代遅れ
悲観か楽観かで捉えるな
アフリカといえば多くの人は紛争や貧困をイメージするが、人口増、経済発展も著しい。
日本人はその実像をどこまで正しく捉えているのか。

文・白戸圭一  Keiichi Shirato

立命館大学国際関係学部 教授
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	018_2307_34_sp1_エネルギー_P1_2022
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